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１．Web検索の基礎

検索には以下の２つのアプローチがあり、その特徴を理解すると効果的に検索が出来ます。

●デレクトリー検索　

代表的なサイトは　Yahoo!　http://www.yahoo.co.jp　など

・ Webサイトをその内容で分類したデータを対象に検索。情報は人手を経て登録されており、全文検索型に比べて登録数は少なくなるが、不必要な結果を避けやすい。利用法は、(1) 分類（カテゴリ）をたどって目的のページを探していく；又は

(2) カテゴリの名称、Webサイトの名称、200字程度の概要文を対象に、キーワード検索を行って検索する。

●全文検索、ページ検索

代表的なサイトは　Google  http://www.google.com/intl/ja/　など

・ 検索エンジンのプログラムが自動的に記録したWebページの内容（全文）を対象に検索。デレクトリー型に比べて登録数は桁違いになる。キーワードにより検索するが、検索するキーワードを含むあらゆるページが出てくるので、単純なキーワードやその組み合わせでは、関係ないジャンルのものも検索結果に出てくる。

なお、Yahoo! でキーワード検索をした場合に、カテゴリやサイトの名での結果が出た後で、

	ページ検索の結果を表示 


	


をクリックすると、Google のデーターを用いてページ検索をしてくれます。

また、その言葉がカテゴリやサイト名等に無い場合は、自動的に Google のデーターによるページ検索の結果が表示されます。

	カテゴリ検索 
	サイト検索 
	ページ検索 
	ニュース検索 
	辞書検索 


	


（この表示　↑　に注目）

２．当事者のWebサイトを探す

Yahoo Japan（ http://www.yahoo.co.jp ）での検索の実際。

　【方法１】　カテゴリー（分類）から検索　　　生活と文化 ＞ 障害者

この「障害者」のカテゴリーの中には、専門機関のサイトから個人のサイトまで、良くまとまって網羅されています。

　【方法２】　キーワードで検索

方法１で紹介した「障害者」カテゴリー以外に分類されているものもたくさんあります。［ 障害　個人 ］　［ 障害　家族 ］　［ 障害　日記 ］　［ 障害　持つ ］などの組み合わせで検索すると、当事者によるサイトが表示されます。そのほか、「自閉症」とか、「肢体不自由」とか、具体的な障害を表す言葉も交ぜてみると良いでしょう。

３．見ているページのアドレス（URL）を正確に、他の画面（ワープロ、電子メール etc）にコピーする。

(1) Location ボックス　を一度クリックすると、中に記されているアドレス全部が反転される。うまくいかない場合は、ページ画面の別の所をクリックしてからやり直す。

(2) メニューの「編集」→「コピー」　（英語版は 「Edit」→「Copy」）

(3) 別の画面に切り換えて、アドレスを挿入したい所にカーソルを合わせ、メニューの「編集」→「貼り付け」

４．次週（10月４日）への宿題

　障害を持った当事者の方（家族も含む）のWebサイトを検索して幾つか見て回り、印象に残ったものを一つ選んで、概要と関心を持った点を以下の部分に記入して提出して下さい。

（同じ内容を、ワープロ等で作成して提出しても結構です。その場合、下線や点線は引かなくても結構ですが、A4の用紙半分のサイズにして下さい。）

· この宿題についての質問は、出光（ idemitsu@obirin.ac.jp 又は 070-5714-3553 ）まで。
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概要と関心を持った点：

